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は
じ
め
に
　

　

私
は
、
平
成
二
十
七
年
（
二
○
一
五
）
十
一
月
十
五
日
（
日
）
か
ら
始
め
た
「
一
部
平
家
を
め
ざ
し
て
」
と
題
す
る
断
続
演
奏

会
を
、
三
年
四
ヶ
月
全
66
回
で
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

こ
れ
は
ひ
と
え
に
、

師
の
御
恩
、
計
画
の
相
談
に
応
じ
て
下
さ
っ
た
方
々
の
御
恩
、
御
来
聴
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
御
支
援
と
、
会
場
使
用
を
お
許
し
く

だ
さ
っ
た
神
奈
川
県
立
横
浜
翠
嵐
高
等
学
校
の
御
配
慮
の
御
蔭
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
「
一
部
平
家
」
完
結
に
際
し
て
、
こ
の
語
り
に
つ
い
て
、
い
に
し
え
の
姿
を
出
来
る
だ
け
確
認
し
、
近
代
お

よ
び
今
回
の
こ
と
を
報
告
す
る
。

　
　

１
、
過
去
の
琵
琶
法
師
の
技
藝
を
想
像
し
、 

　
　

２
、
今
後
の
平
曲
演
奏
活
動
に
も
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
と
、

思
う
の
で
あ
る
。

一
部
平
家
の
む
か
し
い
ま鈴

　
　
木
　
　
孝
　
　
庸
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一
　
一
部
平
家
の
む
か
し
　
　
　

　

本
節
は
、拙
著
『
平
曲
と
平
家
物
語
』（
新
潟
大
学
人
文
学
部
研
究
叢
書
２
。
二
○
○
七
。
知
泉
書
館
）
第
一
部
第
一
章
第
一
節
、

『
平
家
を
語
る
琵
琶
法
師
』（
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
新
潟
大
学
63
。
二
○
一
三
、九
）
な
ど
に
書
い
た
こ
と
の
再
検
討
で
も
あ
る
。

　
「
一
部
平
家
」
と
は
、
平
家
物
語
を
物
語
順
に
す
べ
て
演
誦
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
平
曲
」
で
平
家
物
語
全
卷
全
話
を
「
物
語
」

の
順
に
語
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
一
部
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
今
日
で
は
「
あ
る
全
体
・
揃
っ
た
も
の
・
整
っ
た
も
の
の
う
ち
の
部
分
」
と
い
う
意
味
で
使
わ

れ
る
こ
と
が
一
般
だ
か
ら
、「
一
部
平
家
」
と
い
う
の
は
、
な
ん
の
こ
と
や
ら
と
思
う
人
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
古

典
的
な
世
界
・
用
法
で
は
、「
一
部
」
は
「
ひ
と
そ
ろ
い
・
全
部
・
全
体
」
の
意
味
で
あ
っ
た
。

　

平
家
物
語
の
中
で
も
、「
一
部
」
が
出
て
く
る
。
鬼
界
が
島
に
流
さ
れ
た
三
人
の
う
ち
、
藤
原
成
経
、
平
康
頼
は
赦
さ
れ
る
が
、

俊
寛
は
清
盛
の
怒
り
が
と
け
ず
島
に
置
き
去
り
に
さ
れ
る
。
こ
の
別
れ
の
場
面
が
「
足
摺
」（
卷
第
三
）
で
あ
る
。
赦
免
船
に
乗

ろ
う
と
す
る
二
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
俊
寛
に
形
見
を
遺
す
の
だ
が
、
康
頼
は
「
一
部
の
法
華
経
を
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
法
華
経
の

ど
こ
か
の
卷
を
と
い
う
の
で
な
く
、
一
揃
い
の
法
華
経
を
、
俊
寛
の
今
後
の
心
の
支
え
に
な
る
よ
う
に
…
…
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
、
平
家
物
語
関
連
で
用
例
を
挙
げ
て
お
く
と
、
覚
一
本
の
奥
書
に
あ
る
。

　
　

于
時 

應
安
四
年 

辛亥 

三
月
十
五
日 

平
家
物
語
一
部
十
二
卷 
付
灌
頂 

…
…　

「
平
家
物
語
一
部
十
二
卷
」
と
は
、
平
家
物
語
が
十
二
卷
一
揃
い
の
意
味
で
あ
る
。

　

さ
て
、
い
に
し
え
の
「
平
家
の
も
の
が
た
り
の
（
物
語
順
の
）
一
揃
い
」
を
想
像
し
て
み
る
。

　

以
下
、
鎌
倉
時
代
末
か
ら
室
町
時
代
を
経
て
江
戸
時
代
初
期
ま
で
の
「
一
部
平
家
」
に
関
す
る
記
録
を
取
り
上
げ
、
検
討
し
て

み
よ
う
。
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①
　
鎌
倉
時
代
末
の
一
部
平
家
　

　
『
大
乗
院
具
注
暦
日
記
』（
落
合
博
志
「
鎌
倉
末
期
に
お
け
る
『
平
家
物
語
』
享
受
資
料
の
二
、三
に
つ
い
て
」（「
軍
記
と
語
り
物
」

27
。
一
九
九
一
、三 

）
に
よ
る
。）

　

延
慶
二
年
（
一
三
○
九
）
の
記
事
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。　

五
月
六
日　

…
昨
日
不
来
郷
々 

今
日
欲
見
物
之
処 

雨
脚
之
間
不
叶 

仍
大
僧
正
御
房 

入
御
下
屋 

一
献 

以
外
興
盛
者
也 

盲

目
大
進
房 
自
今
夜
始
物
語
平
家
一
部
也  （
傍
線
鈴
木
）　

大
進
房
と
い
う
名
の
盲
目
（
琵
琶
法
師
で
あ
ろ
う
）
が
一
部
平
家
を
始
め
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
傍
線
部
は
「
今
夜
よ
り
物
語

を
始
む
。
平
家
一
部
な
り
。」
と
も
「
今
夜
よ
り
物
語
平
家
一
部
を
始
む
る
な
り
。」
と
も
読
め
そ
う
だ
が
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
、

違
い
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
一
部
平
家
に
関
す
る
最
も
古
い
記
録
で
あ
る
。

　
②
　
室
町
時
代
の
一
部
平
家
　

　
『
看
聞
日
記
』（
圖
書
寮
叢
刊
。
二
○
○
二
、二
○
○
四
刊
に
よ
る
。）
と
『
大
乘
院
寺
社
雜
事
記 

四
』（
三
敎
書
院
刊
。

一
九
三
二
。）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
記
事
に
記
号
を
付
す
こ
と
に
す
る
。　

ａ
、『
看
聞
日
記
』
応
永
二
十
六
年
（
一
四
一
九
）
二
月

廿
日
、暁
風
雨
烈
、晡
属
晴
、聞
、夜
前 

仙
洞
有
平
家
、秀
一
・
調
一
検
校
等
参
、一
部
可
申
云
々
、相
一
、千
一 

可
被
召
之
処
、

此
間 

語
勧
進
、
仍 

室
町
殿 

両
人
被
召
進 

被
下 

御
訪
、
其
外 

西
御
所 
可
沙
汰
立
之
由 

被
仰
付
、
飾
衣
装
出
立
云
々
、
面

目
之
至
歟
、
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ｂ
、『
看
聞
日
記
』
応
永
三
十
年
（
一
四
二
三
）
六
月

五
日
、
晴
、
城
竹
検
校
参
、
旧
冬 

大
通
院
御
仏
事
之
時
、
於
大
通
院 

初
而
聴
聞
、
其
礼
可
参
申
之
由 

頻
所
望
、
用
健
引
導
参
、

自

園
精
舎
至
仏
御
前
六
句
語
、音
声
殊
勝
也
、已
語
勧
進
云
々
、催
感
涙
了
、聴
衆
済
々
候
、…
…
城
竹 

五
明
・
茶
十 

、賜
之
、

ｃ
、『
看
聞
日
記
』
応
永
三
十
年
六
月

廿
九
日
、
晴
、
城
竹
参
、
先
度
参
之
時 

園
精
舎
申
、
仍
漸
々
一
部
可
申
之
由
申
、
今
日
一
卷
語
了
、
聴
衆 

芝
殿
・
宰
相

以
下
済
々
候
、

ｄ
、『
看
聞
日
記
』
応
永
三
十
年
七
月

一
日
、
晴
、
昼
夕
立
雷
鳴
、
孟
秋
朔
吉
兆
、
毎
事
幸
甚
々
々
、
祝
着
如
例
、
城
竹
参
、
自
明
雲
座
主
流
罪 

至
小
松
内
府
教

訓
状
六
七
句
申
、
聴
衆
松
崖
・
芝
殿
・
前
宰
相
以
下 

行
豊
朝
臣
・
寿
蔵
主
・
正
真
等
候
、
平
家
之
間 

有
一
献
、
及
晩 

検
校

退
出
、
今
月
北
国
へ
可
罷
下
云
々
、
…
…　
　

ｅ
、『
大
乘
院
寺
社
雜
事
記
』
文
明
二
年
（
一
四
七
○
）
七
月
二
十
日　

　
　

一　

卜
一
検
校
去
十
八
日
罷
下
、
六
十
日
在
京
、
廿
一
个
度
ニ 

平
家
一
部 

於
公
方 

相
語
之
、
…
…

　
ａ
の
記
事
は
、
仙
洞
御
所
で
、
秀
一
検
校
と
調
一
検
校
な
ど
が
参
じ
て
、
平
家
語
り
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
こ
の
時
、（
さ
ら
に

進
め
て
）
一
部
平
家
を
語
る
（
よ
う
に
と
の
仰
せ
が
）
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
相
一
（
検
校
）
千
一
（
検
校
）

を
お
呼
び
に
な
る
予
定
だ
っ
た
が
、
こ
の
二
人
（
相
一
、千
一
）
は
、
こ
の
と
こ
ろ
「
勧
進
平
家
」
を
行
っ
て
い
る
の
で
（
呼
ぶ

こ
と
が
で
き
ず
）、
代
わ
り
に
室
町
将
軍
（
義
持
）
が
、
秀
一
と
調
一
を
呼
ん
で
、
仙
洞
に
伺
わ
せ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
の
よ

う
で
あ
る
。

　

こ
の
時
の
秀
一
、
調
一
に
一
部
平
家
を
と
仰
せ
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ｃ
の
記
事
を
参
考
に
す
れ
ば
、
こ
の
二
十
日
に
語
っ
た
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の
は
「

園
精
舎
」
か
ら
始
ま
る
数
句
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

　

ｂ
ｃ
ｄ
は
、
城
竹
検
校
の
一
部
平
家
に
関
す
る
一
連
の
記
事
で
あ
る
。

　

城
竹
の
平
家
語
り
を
『
看
聞
日
記
』
の
記
主
・
貞
成
親
王
が
、
大
通
院
で
聴
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
城
竹
は
、
御
礼
の
た

め
に
貞
成
親
王
邸
に
参
上
し
、「
自

園
精
舎
至
仏
御
前
六
句
」
と
あ
る
か
ら
、
覚
一
本
を
参
考
に
す
れ
ば
、
卷
第
一
の
始
ま
り

の
六
句
、「

園
精
舎
」「
殿
上
闇
討
」「
鱸
」「
禿
童
」「
吾
身
栄
花
」「

王
（
仏
御
前
と
あ
る
が
）」
を
語
っ
た
の
で
あ
る
。
声

の
す
ば
ら
し
い
語
り
だ
と
褒
め
ら
れ
て
い
る
。「
勧
進
（
平
家
）」
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
も
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
城
竹
は
、

平
家
物
語
を
す
べ
て
伝
受
し
、「
勧
進
」
と
い
う
場
で
「
一
部
平
家
」
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ｃ
は
、
ｂ
の
二
十
四
日
後
だ
が
、
前
回
「

園
精
舎
」
を
語
っ
た
（
お
聴
か
せ
申
し
上
げ
た
）
の
で
、（
物
語
の
）
順
順
に
語
っ

て
「
一
部
」
を
語
り
ま
し
ょ
う
と
申
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
（
城
竹
の
願
い
は
貞
成
親
王
に
許
さ
れ
て
）
こ
の
日
、
前
回
の
続

き
を
語
っ
て
卷
第
一
が
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
覚
一
本
を
参
考
に
す
れ
ば
、
九
句
で
あ
る
。
現
代
の
私
の
演
誦
時
間
と
併
せ
て
示

す
な
ら
ば
、「
額
打
論
」（
25
分
）「
清
水
寺
炎
上
」「
東
宮
立
」（
二
句
で
35
分
）「
殿
下
乗
合
」（
40
分
）「
鹿
谷
」（
40
分
）「
俊
寛

沙
汰 

鵜
川
軍
」（
35
分
）「
願
立
」（
60
分
）「
御
輿
振
」（
25
分
）「
内
裏
炎
上
」（
40
分
）
で
あ
る
か
ら
、
300
分
で
あ
る
。
私
自
身

の
経
験
で
は
、
単
独
演
誦
に
よ
る
一
回
の
機
会
で
の
最
長
は
五
句
195
分
、
次
が
四
句
180
分
、
次
が
三
句
145
分
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ

れ
か
ら
想
像
す
れ
ば
、
城
竹
検
校
の
こ
の
日
の
語
り
は
、
句
数
か
ら
考
え
て
も
破
格
、
時
間
も
人
間
わ
ざ
と
思
え
な
い
ほ
ど
で
あ

る
。
語
り
の
ス
ピ
ー
ド
が
私
よ
り
も
よ
ほ
ど
速
か
っ
た
だ
ろ
う
と
考
え
て
も
、
想
像
が
及
ば
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
ｃ
の
記
事
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
先
度
参
之
時 

園
精
舎
申
、
仍
漸
々
一
部
…
」（
前
回
、

園
精

舎
を
語
り
ま
し
た
か
ら
…
）
と
言
っ
て
い
る
こ
と
で
、
す
な
わ
ち
、

　
　

一
部
平
家
は

園
精
舎
か
ら
始
ま
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、ｂ
ｃ
の
記
事
に
よ
れ
ば
二
回
の
演
誦
機
会
で
物
語
順
に
進
ん
で
卷
第
一
が
終
わ
っ
た
の
で
あ
り
、
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続
い
て
ｄ
（
ｃ
の
翌
々
日
）
の
記
事
に
は
、
卷
第
二
に
進
ん
だ
。
再
度
覚
一
本
を
参
考
に
す
れ
ば
、

　
「
座
主
流（
明
雲
座
主
流
罪
）」「
一
行
阿
闍
梨
之
沙
汰
」「
西
光
被
斬
」「
小
教
訓
」「
少
将
乞
請
」「
教
訓
状
」「
烽
火
之
沙
汰
」を
語
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。（
私
の
演
誦
時
間
だ
と
415
分
！
） 

　

実
際
の
演
誦
時
間
が
ど
う
だ
っ
た
の
か
を
考
え
る
よ
り
は
、
い
に
し
へ
の
琵
琶
法
師
が
、
い
か
に
「
長
い
」「
も
の
が
た
り
」

を
行
う
こ
と
に
長
け
て
い
た
の
か
、
こ
の
よ
う
に
一
部
平
家
を
遂
行
す
る
能
力
が
備
わ
っ
て
い
た
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
想
像
す

る
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
城
竹
検
校
の
貞
成
親
王
邸
で
の
一
部
平
家
は
、
こ
の
先
に
記
事
が
な
い
。
ｄ
に
城
竹
の
北
国
下
向
の
予
定
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
こ
と
な
ど
で
中
断
し
た
も
の
か
と
想
像
す
る
。
こ
の
次
に
城
竹
検
校
が
『
看
聞
日
記
』
に
登
場
す
る
の
は
こ
の
年

の
応
永
三
十
年
十
一
月
卅
日
で
、「
五
句
」
語
っ
た
と
あ
る
が
、
一
部
平
家
に
関
す
る
言
及
は
な
い
。　
　

　
ｅ
の
記
事
は
、
卜
一
検
校
が
京
都
か
ら
奈
良
に
き
た
こ
と
を
ま
ず
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
卜
一
検
校
は
、
六
十
日
京
都
に
い
て
、

二
十
一
回
で
平
家
物
語
を
「
一
部
」
語
っ
た
と
あ
る
。
聴
き
手
は
公
方
（
将
軍
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
十
一
回
は
連
日
で
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
現
存
の
平
曲
か
ら
考
え
る
と
、
三
十
日
で
さ
え
か
な
り
困
難
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
、
一
回
に
ど

れ
ほ
ど
語
っ
た
の
か
、
理
解
に
苦
し
む
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
も
、
右
の
記
事
か
ら
は
、
卜
一
検
校
が
単
独
で
行
っ
た
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
か
ら
、
ま
す
ま
す
驚
く
ば
か
り
と
言
っ
て
よ
い
。

　

但
し
、
ｂ
ｃ
の
記
事
で
城
竹
検
校
は
、
二
回
で
平
家
物
語
の
卷
第
一
を
語
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
室
町

時
代
の
琵
琶
法
師
は
、
超
長
時
間
の
演
誦
能
力
を
備
え
た
者
が
複
数
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、「
一
部
」「
平
家
一
部
」
と
明
記
さ
れ
た
史
料
を
み
る
と
、

Ａ
、
連
日
演
誦
の
一
部
平
家
を
記
し
た
も
の
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
。（
勧
進
平
家
を
関
連
さ
せ
れ
ば
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

こ
で
は
深
入
り
し
な
い
。）
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Ｂ
、
琵
琶
法
師
は
、
二
日
（
と
い
う
か
二
回
の
演
誦
機
会
で
）
平
家
物
語
卷
第
一
を
物
語
順
に
語
る
技
藝
を
持
っ
て
い
た
。

…
平
家
物
語
の
こ
と
ば
の
内
容
と
そ
れ
を
扱
う
曲
節
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
分
量
（
文
字
量
）
の
多
い
少
な
い
が
演
誦

時
間
の
多
い
少
な
い
に
直
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
卷
第
一
よ
り
分
量
の
多
い
卷
は
、
三
日
（
三
回
）
ぐ
ら
い
で

出
来
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
③
　
江
戸
時
代
初
期
の
一
部
平
家
　

　

江
戸
時
代
に
一
部
平
家
が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
、
私
は
史
料
を
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
江
戸
時
代
初
期
に
記
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
平
曲
指
南
書
・
平
曲
評
論
書
『
西
海
餘
滴
集
』
に
、
一
部
平
家
の
作
法
が
記
さ
れ
て
あ
り
、
さ
ら
に
「
古
き
」
と
「
當

世
」
と
の
対
比
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
江
戸
初
期
ま
で
の
（
室
町
時
代
以
来
の
）
伝
統
と
當
世
（
江
戸
初
期
）
の
演
誦
形
態
と
の

対
比
と
見
る
な
ら
ば
、
江
戸
時
代
の
初
期
に
は
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
記
事
を
検
討
す
る
。

『
西
海
餘
滴
集
』（
寛
永
九
年
一
六
三
二
頃
成
立
か
。
一
九
五
六
。
古
典
文
庫
109
。）

　
　

一　

一
部
平
家
の
事

問
曰
、
日
を
定
め
、
聽
衆
を
あ
つ
め
て
、
或
は
法
樂
、
或
は
所
望
に
依
て
、
一
部
卅
日
に
執
行
儀
式
い
か
ゞ
候
哉
。

答
曰
、
子
細
は
如
何
樣
の
義
に
て
も
、
聽
衆
を
あ
つ
め
、
日
數
を
定
、
高
座
に
あ
か
り
、
一
部
を
語
る
儀
式
は
、
先
僧
を
出

し
て
稱
香
三
拜
し
て
、
諸
神
諸
佛
を
驚
し
奉
り
、
心
經
一
卷
讀
誦
有
て
、
其
後
導
師
し
き
し
や
う
の
裝
束
し
て
、
高
座
に
上

り
、
琵
琶
一
巡
を
引
渡
し
て
、

園
精
舎
を
初
て
、
殿
上
の
闇
討
ま
て
、
一
句
に
諷
ひ
、
鱸
よ
り
櫻
町
迄
一
切
、
二
代
の
后

よ
り
清
水
炎
上
ま
て
一
つ
に
つ
ゝ
け
、
妓
王
初
の
一
句
を
、
な
を
御
返
事
を
も
不
申
と
諷
納
る
事
、
初
日
の
作
法
也
。

助
音
あ
れ
は
、
高
座
を
な
ら
ふ
。
語
り
の
連
な
れ
は
な
ら
へ
す
。
同
音
は
稀
の
儀
也
。
先
は
一
人
た
り
。

二
日
に
は
妓
王
の
後
の
一
句
よ
り
は
し
め
て
、
右
の
こ
と
く
四
句
語
り
て
、
第
三
第
四
も
し
か
の
こ
と
く
、
卅
日
に
百
廿
句
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語
り
勤
む
。
句
切
は
口
傳
を
可
被
受
。

問
曰
、
大
秘
事
五
句
・
三
句
は
一
部
の
次
に
行
ひ
候
哉
。
又
卅
日
の
内
に
、
つ
ゝ
ま
り
候
哉
。

答
曰
、
此
義
不
定
也
。
一
部
卅
日
に
つ
と
め
て
、
大
秘
事
は
ほ
と
へ
て
語
る
も
あ
り
、
又
語
ら
ぬ
も
あ
り
。
導
師
聽
衆
の
あ

い
た
に
よ
る
事
な
り
。
是
古
き
法
也
。

當
世
の
一
部
何
と
つ
と
め
て
も
わ
き
ま
へ
す
候
。
如
何
樣
に
も
、
所
を
定
め
日
を
切
て
、
一
部
語
る
。
一
里
四
方
の
う
ち
に

て
當
道
の
藝
は
停
止
有
事
大
法
也
。
心
得
ら
る
へ
し
。（
89
頁
～
） 

　
『
西
海
餘
滴
集
』
に
記
さ
れ
た
「
一
部
平
家
」
に
関
す
る
記
述
を
、
文
意
を
取
る
た
め
に
適
宜
改
行
し
引
用
し
た
。
な
お
『
西

海
餘
滴
集
』
は
現
在
底
本
と
対
照
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
の
で
、
古
典
文
庫
の
翻
刻
の
み
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

こ
こ
で
は
、
二
つ
質
問
が
出
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
答
え
が
あ
る
。

　

第
一
の
問
。
…
「
一
部
平
家
」
は
、
演
奏
会
の
持
ち
方
は
と
も
か
く
（
或
い
は
法
楽
或
い
は
所
望
と
あ
る
の
は
、
神
仏
に
捧
げ

る
の
か
、
人
々
に
聴
か
せ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
）
平
家
物
語
の
ひ
と
ま
と
ま
り
を
三
十
日
で
語
る
時
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
、
で
あ
る
。

③
︱
⑴
初
日
の
儀
式
と
毎
日
の
句
切
り

　

答
…
初
日
の
儀
式

　
　
　

ⅰ
、
お
坊
さ
ん
が
、
お
焼
香
を
し
て
、
般
若
心
経
を
唱
え
る
。

　
　
　

ⅱ
、
正
式
な
衣
装
を
つ
け
た
、
語
り
（
琵
琶
法
師
）
の
導
師
が
高
座
に
上
り
、

「
一
部
の
琵
琶
」（
秘
曲
の
琵
琶
の
手
。
現
在
に
伝
わ
る
の
で
は
「
九
つ
の
手
」。
と
も
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
琵
琶
の
み
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の
奏
演
を
行
い
、

　
　
　

ⅲ
、「

園
精
舎
」「
殿
上
闇
討
」
を
続
け
て
語
り
（
諷
ひ
は
語
り
と
同
義
と
解
す
る
こ
と
に
す
る
）
一
句
と
す
る
。

　
　
　

ⅳ
、「
鱸
」「
禿
童
」「
我
身
栄
花
」
の
「
櫻
の
中
音
」
ま
で
を
一
句
に
語
る
。

ⅴ
、
…
こ
の
先
の
「
妓
王
」
の
位
置
か
ら
考
え
る
と
、
下
村
時
房
刊
『
平
家
物
語
』
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
の
順
で
あ
ろ
う　

と
判
断
し
…
「
我
身
栄
花
」
の
後
半
（
櫻
の
中
音
の
あ
と
か
ら
）「
二
代
后
」「
額
打
論
」「
清
水
炎
上
」「
春
宮
立
」
で

一
句
と
す
る
。

ⅵ
、「
妓
王
」
の
前
半
、
妓
王
が
清
盛
に
捨
て
ら
れ
自
宅
に
帰
っ
た
翌
年
、
清
盛
か
ら
仏
を
慰
め
る
た
め
に
や
っ
て
こ
い　

と
招
か
れ
た
も
の
の
、
妓
王
が
返
事
を
し
な
い
の
で
さ
ら
に
清
盛
か
ら
の
催
促
が
来
る
。
母
・
と
ぢ
が
と
に
か
く
返
事　

を
し
な
さ
い
と
い
う
の
で
、
妓
王
は
母
に
、
都
追
放
で
あ
れ
死
罪
で
も
あ
れ
、
二
度
と
清
盛
に
は
会
い
た
く
な
い
の　

だ
と
答
え
て
「
な
を
御
返
事
を
も
不
申
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
一
句
と
す
る
。
注
１　
　

　
　

二
日
目
の
儀
式

　
　
　

ⅰ
、「
妓
王
」
の
後
半
で
一
句
と
す
る
。

　
　
　

ⅱ
、
不
明
…
…　
　

一
句
。

　
　
　

ⅲ
、
不
明
…
…　
　

一
句
。

　
　
　

ⅳ
、
不
明
…
…　
　

一
句
。　

　

二
日
目
に
な
る
と
具
体
的
な
語
り
の
「
句
」
に
関
す
る
記
述
が
「
妓
王
の
後
の
一
句
」
と
あ
る
だ
け
で
、
具
体
的
な
句
の
記
述

が
な
く
な
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
推
測
に
拠
る
。

　

私
自
身
の
演
奏
時
間
（『
平
家
正
節
』
を
語
る
）
を
も
と
と
し
て
、『
西
海
餘
滴
集
』
の
一
部
平
家
の
初
日
を
推
測
す
る
と
、

　
　

初
日　

第
一
句　

園
精
舎
（
25
分
）
殿
上
闇
討
（
40
分
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

65
分



人文科学研究　第 146 輯◉

T10

　
　
　
　
　

第
二
句　

鱸
（
25
分
）
禿
童
（
10
分
）
我
身
栄
花
、
櫻
中
音
ま
で
（
25
分
）　　
　
　
　
　
　

	

60
分 

　
　
　
　
　

第
三
句　

我
身
栄
花
後
半
（
20
分
）
二
代
后
（
40
分
）
額
打
論
（
25
分
）
清
水
炎
上
（
35
分
）　	

120
分　

 
　
　
　
　
　

第
四
句　

妓
王
前
半
（
50
分
）                                            	

50
分 

第
三
句
が
特
別
な
長
さ
で
あ
る
が
、
ほ
か
は
60
分
前
後
で
一
句
と
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。

　

こ
れ
を
も
と
に
し
て
、
第
二
日
を
推
測
す
る
と
、

　
　

第
二
日　

第
一
句　

妓
王
後
半
（
70
分
）　                                       	

 

70
分

　
　
　
　
　
　

第
二
句　

殿
下
乗
合
（
40
分
）
鹿
谷
前
半
（
20
分
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

60
分

　
　
　
　
　
　

第
三
句　

鹿
谷
後
半
（
20
分
）
鵜
川
合
戦
（
35
分
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

55
分

　
　
　
　
　
　

第
四
句　

願
立
（
60
分
）                                              	

60
分

と
な
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
平
家
語
り
の
卷
第
一
に
つ
い
て
は
、
二
日
で
一
卷
の
ほ
と
ん
ど
を
語
り
、「
御
輿
振
」（
25
分
）
と

「
内
裏
炎
上
」（
40
分
）
は
、
第
三
日
の
第
一
句
で
扱
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

③
︱
⑵
　
語
り
の
分
担

　

な
お
、
初
日
の
記
述
の
あ
と
に
、

助
音
あ
れ
は
、
高
座
を
な
ら
ふ
。
語
り
の
連
な
れ
は
な
ら
へ
す
。
同
音
は
稀
の
儀
也
。
先
は
一
人
た
り
。

と
あ
る
の
は
、や
や
わ
か
り
に
く
い
と
思
う
。「
助
音
」は「
導
師
」と
は
別
の
、導
師
に
従
う
立
場
の
演
誦
者
で
あ
り
、「
つ
れ
平
家
」

と
称
さ
れ
る
分
担
語
り
の
場
合
に
、
従
属
的
な
立
場
で
発
声
・
演
誦
す
る
者
で
あ
る
。「
つ
れ
平
家
」
に
関
し
て
は
、
拙
著
『
平

曲
と
平
家
物
語
』
第
一
部
第
一
章
で
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
一
句
を
複
数
の
（
二
人
が
基
本
で
あ
ろ
う
）
演
誦
者
が
分
担
し

た
り
「
同
音
」
で
語
る
演
誦
形
態
の
こ
と
で
あ
る
。
現
存
の
平
曲
譜
本
の
中
に
「
語
り
分
け
」
の
注
記
の
あ
る
も
の
も
あ
る
。
二
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人
の
演
誦
者
の
場
合
、
上
位
の
者
が
「
導
師
」
で
、
下
位
の
者
が
「
助
音
」
で
あ
る
。
譜
本
の
注
記
で
は
、「
導
」（
導
師
が
担
当

す
る
箇
所
の
意
）「
脇
」（
助
音
が
担
当
す
る
箇
所
の
意
）「
連
」（
導
師
と
助
音
が
一
緒
に
（
同
音
）
発
声
す
る
箇
所
の
意
）
と
書

か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
用
語
を
も
と
に
、右
の
引
用
部
分
を
見
る
と
、や
や
混
乱
す
る
。
も
し
か
し
て
、『
西
海
餘
滴
集
』

の
書
写
事
情
か
翻
刻
事
情
に
関
わ
る
問
題
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
が
、
穿
鑿
は
な
る
べ
く
少
な
く
し
て
、
私
は
一
応
次

の
よ
う
な
苦
し
い
解
釈
を
し
て
み
て
い
る
。

助
音
あ
れ
は
、
高
座
を
な
ら
ふ
。　
　

も
し
「
一
部
平
家
」
で
「
つ
れ
語
り
」
を
行
う
場
合
は
、
高
座
の
位
置
は
横
並
び
に
す
る
。

語
り
の
連
な
れ
は
な
ら
へ
す
。　
　
　
「
つ
れ
語
り
」
を
せ
ず
に
、
一
句
ご
と
に
担
当
を
変
え
る
場
合
は
、
高
座
は
並
べ
な
い
（
別
に
し
な
い
）。

同
音
は
稀
の
儀
也
。　
　
　
　
　
　
　

同
音
語
り
（
つ
れ
語
り
）
は
、
テ
キ
ス
ト
と
曲
節
を
揃
え
る
必
要
が
あ
り
、
難
し
い
か
ら
、
稀
に
し
か
行
わ
な
い
。

先
は
一
人
た
り
。　
　
　
　
　
　
　
　

平
家
語
り
は
、
一
人
で
一
句
ま
る
ま
る
語
る
の
が
基
本
で
あ
る
。	

 

 

　

室
町
時
代
の
記
録
で
は
「
一
部
平
家
」
よ
り
も
「
勧
進
平
家
」
の
記
録
が
や
や
多
く
、
私
は
、

　
　
「
勧
進
平
家
」
―
「
つ
れ
平
家
」
―
「
一
部
平
家
」
を

密
接
な
関
係
の
も
の
と
考
え
た
（
拙
著
『
平
曲
と
平
家
物
語
』）
の
だ
が
、
い
ま
、
振
り
返
っ
て
み
る
に
、

　
「
一
部
平
家
」
を
複
数
の
演
誦
者
が
行
っ
た
記
事
は
②
の
ａ
の
み
。

　
「
勧
進
平
家
」
は
複
数
の
演
誦
者
で
あ
る
こ
と
の
記
事
が
多
い
。

こ
れ
に
、『
西
海
餘
滴
集
』
の
右
の
記
述
を
加
え
て
み
る
な
ら
ば
、
複
数
の
演
誦
者
で
行
わ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、「
つ
れ
語
り
」

で
は
な
く
、
一
句
一
句
を
独
立
的
に
、「

園
精
舎
」
は
誰
担
当
、「
殿
上
闇
討
」
は
誰
担
当
と
い
う
よ
う
な
分
担
語
り
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
想
像
し
直
し
て
い
る
。
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③
︱
⑶
　
一
部
平
家
の
時
間
配
分

　

さ
て
、「
卅
日
」
の
「
一
部
平
家
」
に
戻
れ
ば
、初
日
二
日
目
と
同
様
に
、一
日
に
四
句
語
る
形
で
、三
十
日
で
百
二
十
句
語
れ
ば
、

平
家
物
語
全
卷
全
句
す
な
わ
ち「
一
部
」を
語
る
こ
と
に
な
る
と
あ
り
、具
体
的
な
句
切
り
は「
口
伝
」に
よ
れ
と
い
う
の
み
で
あ
る
。

具
体
的
に
句
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
こ
れ
以
上
深
入
り
は
で
き
な
い
が
、
初
日
の
句
切
り
の
説
明
か
ら
察
す
る
と
、「

園
精
舎
」「
殿
上
の
闇
討
」「
鱸
」「
櫻
町
」
注
２
「
二
代
の
后
」「
清
水
炎
上
」「
妓
王
」
と
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
句
名
（
章
段
名
）

を
使
い
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
こ
と
を
見
る
と
、
卅
日
の
一
部
平
家
は
、
特
別
な
句
切
り
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
句
切
り
は
、
一
日
の
平
家
語
り
に
際
し
て
、
物
語
の
小
単
位
の
ま
と
ま
り
の
配
慮
も
も
ち
ろ
ん
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
な
に

よ
り
も
演
誦
者
お
よ
び
聴
聞
者
の
休
憩
の
取
り
方
に
関
わ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
初
日
の
時
間
配
分
に
関
す
る
推
測

で
述
べ
た
よ
う
に
、「
妓
王
」
は
例
外
と
し
て
、
基
本
は
今
の
時
間
で
言
う
な
ら
60
分
前
後
で
一
句
を
構
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

も
し
、
往
時
の
語
り
が
今
よ
り
も
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
、
演
誦
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
な
ら
ば
、
一
句
は
40
～
50
分
ぐ
ら
い
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
か
。   

③
︱
⑷
　
一
部
平
家
と
秘
事

　

続
い
て
第
二
の
問
い
は
、「
秘
事
（
秘
曲
）」
の
扱
い
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
部
平
家
の
中
に
「
秘
事
」
と
称
さ
れ
る
特
別

な
句
を
含
め
て
語
る
の
か
あ
る
い
は
含
め
な
い
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し
、
答
え
は
、
ど
ち
ら
で
も
良
い
し
、
ま
た
は
語
ら
な
く

て
も
良
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
導
師
（
一
部
平
家
の
主
催
演
誦
者
）
と
聴
衆
と
の
間
で
決
め
る
こ
と
だ
と
い
う
。

　

一
部
平
家
と
秘
事
の
関
係
は
そ
れ
で
ま
ず
は
問
題
は
な
い
が
、
こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、

　
　
　

…
大
秘
事
五
句
・
三
句　
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と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
『
西
海
餘
滴
集
』
は
底
本
に
あ
た
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
だ
が
、「
五
句
・
三
句
」

と
あ
る
中
黒
（
・
）
は
本
文
校
定
者
の
判
断
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
理
解
に
苦
し
む
の
は
、『
平
家
正
節
』
を
も
と
に
考
え
る
と
、

大
秘
事
は
「
宗
論
」「
鏡
之
卷
」「
劔
之
卷
」
の
三
句
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。「
五
句
」
と
い
う
の
で
す
ぐ
思
う
特
別
な
句
は
、「
灌

頂
五
句
」
だ
が
、
灌
頂
卷
は
一
部
平
家
の
締
め
く
く
り
と
し
て
当
然
語
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
だ
か
ら
、
一
部
平
家
と
し
て

の
扱
い
を
云
々
す
る
こ
の
第
二
の
質
問
に
関
わ
る
は
ず
が
な
い
。

　

こ
の
記
述
に
関
し
て
、
傍
証
と
推
測
を
加
え
る
な
ら
ば
、
ま
ず
、
波
多
野
流
譜
本
の
組
織
に
関
す
る
記
述
が
参
考
に
な
る
。
江

戸
時
代
末
の
資
料
だ
が
『
追
増
平
語
偶
談
』（
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
成
立
。
こ
の
翻
字
は
底
本
と
照
合
し
た
。）
の
次
の
記
述

で
あ
る
。

　
　
　

一　

波
多
野
譜
本
十
二
卷　

…
…
（
略
）
…
…

　
　
　
　
　

齣
數
凡
貳
百
齣
。
…
…

　
　
　
　
　

 

…
…　

         　
　
　

三
秘
事

　
　
　
　
　

灌
頂
卷 

五
齣　
　

小
秘
事 

三
齣

　
　
　
　
　

大
秘
事 

三
齣　
　

外
ニ 

二
齣　

　
　
　
　
　

右
の
外
を
ひ
ら
平
家
と
云
。　
（
古
典
文
庫
109
。
198
頁
。
傍
線
鈴
木
。）

　

波
多
野
流
譜
本
と
し
て
の
「
大
秘
事
」
は
現
在
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
推
測
だ
が
、
傍
線
部
の
「
大
秘
事 

三
齣
」
は
、「
宗

論
」「
鏡
之
卷
」「
劔
之
卷
」
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
す
る
と
さ
ら
に
「
外
ニ 

二
齣
」
が
不
可
解
で
あ
る
。
推
測
に
推

測
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
こ
の
二
句
の
候
補
と
し
て
は
、「
堂
供
養
」（
得
長
寿
院
供
養
の
話
）「
願
文
」（
高
倉
院
の
厳
島

願
文
）
の
二
句
で
は
な
か
ろ
う
か
。
注
３　
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右
の
よ
う
に
推
測
し
た
と
し
て
も
、『
西
海
餘
滴
集
』
の
「
大
秘
事
五
句
・
三
句
」
が
明
確
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、今
は
「
大

秘
事
（
宗
論
、
鏡
之
卷
、
劔
之
卷
、
堂
供
養
、
願
文
の
）
五
句
、
ま
た
は
（
宗
論
、
鏡
之
卷
、
劔
之
卷
の
）
三
句
」
の
意
と
考
え

て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

以
上
、『
西
海
餘
滴
集
』に
記
さ
れ
た
一
部
平
家
記
事
を（
不
明
な
箇
所
も
あ
っ
た
が
）検
討
し
た
。
こ
れ
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
と
思
う
。

　
　

Ｃ　

連
日
演
誦
に
よ
り
三
十
日
で
完
結
す
る
一
部
平
家
が
あ
っ
た
。

　
　

Ｄ　

一
部
平
家
は
、
物
語
順
に
語
り
進
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　

Ｅ　

各
日
の
演
誦
は
四
句
で
あ
り
、
句
切
り
は
口
伝
（
師
伝
）
に
拠
っ
て
い
た
。

　
　

Ｆ　

一
部
平
家
に
大
秘
事
を
加
え
る
か
ど
う
か
は
、
自
由
裁
量
で
あ
っ
た
。

二
　
一
部
平
家
の
い
ま
　

　

さ
て
、「
い
ま
」
と
し
て
記
す
の
は
、
私
自
身
の
一
部
平
家
の
試
み
と
そ
の
結
果
で
あ
る
が
、
そ
の
模
範
型
と
し
た
の
は

我
が
師
・
橋
本
敏
江
の
行
っ
た「
二
百
句
通
し
語
り
」で
あ
る
。
前
節
の
江
戸
時
代
の
と
こ
ろ
で
記
し
た
よ
う
に
、江
戸
時
代
に「
一

部
平
家
」
を
行
っ
た
こ
と
の
確
か
な
史
料
を
私
は
知
ら
な
い
。
す
く
な
く
と
も
江
戸
時
代
末
期
で
平
曲
伝
承
に
熱
心
だ
っ
た
の
は

津
軽
藩
主
や
そ
の
周
り
の
武
士
た
ち
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
彼
ら
が
一
部
平
家
を
行
っ
た
記
録
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
明

治
大
正
昭
和
の
間
も
そ
の
記
録
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
一
部
平
家
は
15
世
紀
か
ら
一
挙
に
跳
ん
で
、
20
世
紀
末
に
な
っ
て
復
活
し

た
の
で
あ
る
。
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④
　
橋
本
敏
江
の
一
部
平
家
　
　
　

　

橋
本
敏
江
は
、
津
軽
藩
に
伝
わ
っ
た
平
曲
の
伝
承
者
・
館
山
甲
午
に
師
事
し
て
免
許
皆
伝
と
な
り
、
東
京
の
三
百
人
劇
場
、
自

由
学
園
明
日
館
、
池
袋
聖
公
会
な
ど
を
拠
点
に
定
期
演
奏
会
を
持
ち
、
折
々
の
全
国
各
地
で
の
演
奏
、
Ｃ
Ｄ
も
出
す
な
ど
活
躍
の

の
ち
、
平
成
二
十
八
年
（
二
○
一
六
）
十
月
に
亡
く
な
っ
た
。

　

二
百
句
通
し
語
り
（
一
部
平
家
）
は
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
か
ら
開
始
さ
れ
、
初
夏
と
秋
そ
れ
ぞ
れ
三
回
、
一
年
六
回
の

公
演
で
平
家
物
語
の
一
卷
を
語
る
の
を
基
本
と
し
て
進
め
ら
れ
、
平
成
二
十
一
年
（
二
○
○
九
）
十
二
月
に
完
結
し
た
。
最
初
の

一
年
は
浄
土
宗
・
貞
源
寺
の
主
催
、
翌
年
か
ら
は
橋
本
師
の
自
主
公
演
と
な
っ
た
。

　

晴
眼
者
の
平
家
語
り
は
、
室
町
時
代
に
二
三
の
記
録
が
あ
る
程
度
だ
が
、
盛
ん
に
な
る
の
は
江
戸
時
代
以
降
で
あ
る
。
一
部
平

家
の
歴
史
の
中
で
も
、
何
百
年
も
途
絶
え
て
い
た
も
の
を
復
活
さ
せ
た
こ
と
、
晴
眼
者
の
最
初
の
一
部
平
家
と
し
て
も
評
価
で
き

る
。

　

な
お
、
日
時
と
演
誦
句
を
記
し
た
予
告
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
各
句
の
内
容
紹
介
（
松
尾
葦
江
氏
担
当
）
が
記
さ
れ
、
各
回
当

日
に
は
墨
譜
入
り
平
家
物
語
詞
章
（
鈴
木
孝
庸
担
当
）
が
、
配
布
さ
れ
た
。
橋
本
師
の
語
り
は
、
弘
前
の
鳴
海
家
蔵
『
平
曲
吟
譜

新
集
』（
正
節
譜
）
を
譜
本
と
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
私
は
橋
本
師
の
お
許
し
と
尾
﨑
正
忠
先
生
の
お
許
し
を
得
て
、
当
日
配
布

の
墨
譜
入
り
詞
章
は
、
尾
﨑
家
本
『
平
家
正
節
』
に
よ
る
こ
と
と
し
た
。
注
４　
　

　
⑤
　
鈴
木
孝
庸
の
一
部
平
家
　
　
　
　

　

鈴
木
は
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
○
）
一
月
に
橋
本
師
に
入
門
、
翌
年
新
潟
大
学
に
赴
任
し
た
た
め
、
お
稽
古
の
進
み
方
が

ゆ
っ
く
り
に
な
っ
た
が
、
師
御
逝
去
時
点
で
未
伝
受
は
、
重
い
曲
（
秘
事
等
）
九
句
で
あ
っ
た
。
師
晩
年
の
お
稽
古
時
の
何
回
か

私
に
「
教
え
た
も
の
を
後
世
に
伝
え
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、残
っ
た
句
の
伝
受
と
資
格
を
得
る
た
め
に
、館
山
宣
昭
師
（
館
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山
甲
午
師
の
御
子
息
）
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
お
許
し
を
得
た
の
で
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
六
月
に
入
門
、
翌
年
免

許
皆
伝
と
な
っ
た
。

　

鈴
木
の
一
部
平
家
は
、
橋
本
師
の
命
令
を
果
た
す
一
環
と
し
て
思
い
つ
き
、
橋
本
師
を
支
え
て
い
た
関
係
者
に
相
談
し
て
始
め

る
こ
と
に
し
た
。
譜
本
は
尾
﨑
家
本
『
平
家
正
節
』
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
免
許
皆
伝
に
な
る
前
の
開
始
だ
っ
た
の
で
「
一
部

平
家
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
、
私
の
出
身
校
で
も
あ
り
、
私
の
勤
務
校
で
も
あ
っ
た
神
奈
川
県
立
横
浜
翠
嵐
高
等
学
校
の
施
設
が

土
日
に
拝
借
で
き
る
と
の
情
報
を
得
て
開
始
し
た
。
私
が
交
付
を
受
け
て
い
た
科
研
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
平
曲
伝
承
資
料
の
基

礎
的
研
究
」
に
は
「
社
会
的
還
元
」
と
い
う
項
目
も
あ
る
の
で
入
場
無
料
と
し
、
新
潟

－

横
浜
の
私
の
交
通
費
等
は
、
科
研
費
お

よ
び
私
費
で
工
面
し
た
。

　

開
始
当
初
は
、
一
回
に
演
誦
で
き
る
句
と
時
間
が
、
御
来
聴
者
の
慣
れ
不
慣
れ
と
の
関
係
も
あ
り
、
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、

三
回
目
が
「
妓
王
」
一
句
120
分
で
、
こ
れ
を
途
中
休
憩
な
し
で
語
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
語
り
手
と
し
て
時
間
配
分
考
慮
の
原

点
と
な
っ
た
。

　

次
に
、私
の
「
一
部
平
家
を
め
ざ
し
て
」
の
経
過
を
報
告
す
る
。「

園
精
舎
」
は
、既
に
橋
本
師
よ
り
伝
受
し
て
い
た
が
、「
一

部
平
家
」
達
成
の
時
に
語
る
こ
と
に
し
て
、「
殿
上
闇
討
」
か
ら
始
め
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
句
の
演
誦
時
間
を
（ 　

）
内
に
示
し
た
。

こ
の
時
間
は
、
事
前
に
計
測
し
た
も
の
だ
が
、
実
際
の
時
間
を
も
と
に
５
分
単
位
に
換
え
て
あ
る
。
な
お
、
私
は
、
橋
本
師
の
語

る
時
間
に
較
べ
る
と
や
や
速
い
よ
う
で
あ
る
。
各
回
の
御
来
聴
の
方
の
人
数
を 

□ 

で
記
し
て
お
く
。
大
小
秘
事
を
ゴ
チ
ッ
ク
に

し
た
。

第
１
回
（
平
成
27
年
11
月
15
日
・
日
）　

殿
上
闇
討
（
40
）　

鱸
（
25
）		



㉞ 

第
２
回
（　

11
月
21
日
・
土
）　

禿
童
（
10
）　

我
身
栄
花
（
45
）    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	
 	

㉔ 
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第
３
回
（　

12
月
５
日
・
土
）　

妓
王
（
120
）                   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

		


 

㉜

第
４
回
（
平
成
28
年
１
月
23
日
・
土
）　

二
代
后
（
40
）　

額
打
論
（
25
）　

清
水
炎
上
（
35
） 　
　

	
 	

㉒ 
第
５
回
（　

１
月
30
日
・
土
）　

殿
下
乗
合
（
40
）　

鹿
谷
（
40
）　                 　
　
　
　
　

		


 

19

第
６
回
（　

４
年
10
日
・
日
）　

鵜
川
合
戦
（
35
）　

願
立
（
60
）                     　
　
　
　

		


10 

第
７
回
（　

４
月
16
日
・
土
）　

御
輿
振
（
25
）　

内
裏
炎
上
（
40
）　                　
　
　

		


10

第
８
回
（　

５
月
15
日
・
日
）　

座
主
流
（
90
）　

一
行
阿
闍
梨
（
15
）                 　
　

		


11

第
９
回
（　

５
月
28
日
・
土
）　

西
光
被
斬
（
50
）　

小
教
訓
（
70
）　              　
　
　
　
　
　
　
　

  		


10 

第
10
回
（　

６
月
４
日
・
土
）　

小
松
教
訓
（
50
）　

烽
火
（
50
） 

注
５　
　

		


10 

第
11
回
（　

６
月
19
日
・
日
）　

少
将
乞
請
（
50
）　

新
大
納
言
被
流
（
35
）　

阿
古
屋
松
（
35
）　　
　

		


９　

第
12
回
（　

７
月
２
日
・
土
）　

新
大
納
言
死
去
（
45
）　

徳
大
寺
厳
島
詣
（
25
）　		



14

第
13
回
（　

７
月
９
日
・
土
）　

山
門
滅
亡
（
40
）　

善
光
寺
炎
上
（
15
）              　
　
　
　
　
　

   　

		


12

第
14
回
（　

８
月
11
日
・
木
・
祝
日
）　

康
頼
祝
詞
（
40
）　

卒
都
婆
流
（
40
）　

蘇
武
（
30
）		



16

第
15
回
（　

10
月
１
日
・
土
）　

許
文
（
35
）　

足
摺
（
45
）  		



13 

第
16
回
（　

10
月
29
日
・
土
）　

御
産
卷
（
30
）　

公
卿
揃
（
15
）　

大
塔
建
立
（
20
）　

頼
豪
（
20
）		



９　

第
17
回
（　

11
月
５
日
・
土
）　

少
将
都
還
（
60
）　                              　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　

 		


13

第
18
回
（　

11
月
20
日
・
日
）　

有
王
嶋
下
（
40
）　

僧
都
死
去
（
40
）                     　
　
　

		


16

第
19
回
（　

12
月
３
日
・
土
）　

旋
風
（
05
）　

醫
師
問
答
（
40
）　

無
文
沙
汰
（
15
）　

燈
籠
（
10
）　

金
渡
（
10
）		

９　

第
20
回
（　

12
月
11
日
・
日
）　

法
印
問
答
（
40
）　

大
臣
流
罪
（
50
）  		



９

第
21
回
（
平
成
29
年
１
月
７
日
・
土
）　

行
隆
沙
汰
（
20
）　

法
皇
御
遷
幸
（
35
）　

城
南
離
宮
（
40
）		



11
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第
22
回
（　

１
月
28
日
・
土
）　

厳
島
御
幸
（
50
）　

厳
島
還
御
（
30
）                               　
　

		


13

第
23
回
（　

３
月
４
日
・
土
）　

源
氏
揃
（
40
）　

鼬
沙
汰
（
15
）　

信
連
合
戦
（
40
）		



10 
第
24
回
（　

３
月
26
日
・
日
）　

高
倉
宮
園
城
寺
入
御
（
10
） 

競
（
50
） 

山
門
牒
状
（
15
） 

南
都
牒
状
（
15
） 

南
都
返
牒
（
25
）	

13

第
25
回
（　

４
月
８
日
・
土
）　

大
衆
揃
（
40
）　

橋
合
戦
（
40
）　

宮
御
最
期
（
40
）　		



19

第
26
回
（　

４
月
16
日
・
日
）　

若
宮
御
出
家
（
35
）　

鵺
（
40
）　

三
井
寺
炎
上
（
25
）　                          		


 

11 

第
27
回
（　

５
月
14
日
・
日
）　

都
遷
（
40
）　

新
都
沙
汰
（
35
）　

月
見
（
35
）                                   		



12 

第
28
回
（　

５
月
27
日
・
日
）　

物
怪
（
30
）　

大
庭
早
馬
（
10
）　

朝
敵
揃
（
20
）
注
６　

咸
陽
宮
（
50
）                   	

８　

第
29
回
（　

６
月
10
日
・
土
）　

文
覚
強
行
（
25
）　

勧
進
帳
（
30
）　

文
覚
被
流
（
30
）　

伊
豆
院
宣
（
25
）  		



10

第
30
回
（　

６
月
24
日
・
土
）　

東
国
下
向
（
30
）　

冨
士
川
（
25
）　

五
節
沙
汰
（
30
）  		



11 

第
31
回
（　

７
月
８
日
・
土
）　

都
還
（
15
）　

奈
良
炎
上
（
50
）　		



12

第
32
回
（　

７
月
22
日
・
土
）　

新
院
崩
御
（
25
）　

紅
葉
（
30
）　

葵
前
（
15
）  		



９　

第
33
回
（　

８
月
５
日
・
土
）　

小
督
（
75
）　                                                         		



12

第
34
回
（　

８
月
27
日
・
日
）　

廻
文
（
15
）　

飛
脚
到
来
（
15
）　

入
道
逝
去
（
45
）
注
７　
　
　

                           	

14

第
35
回
（　

10
月
７
日
・
土
）　

入
道
逝
去
（
45
）　

経
嶋
（
15
）　

慈
心
坊
（
40
）　

園
女
御
（
30
）　		



11 

第
36
回
（　

10
月
28
日
・
土
）　

洲
胯
合
戦
（
25
）　

喘
涸
聲
（
20
）　

横
田
河
原
合
戦
（
30
）		



14

第
37
回
（　

11
月
12
日
・
日
）　

北
國
下
向
（
20
）　

竹
生
嶋
詣
（
25
）　

燧
合
戦
（
30
）  		



12 

第
38
回
（　

11
月
26
日
・
日
）　

木
曾
願
書
（
50
）　

倶
利
迦
羅
落
（
25
）　

篠
原
合
戦
（
35
）　

実
盛
最
期
（
35
）  		



19 

第
39
回
（　

12
月
10
日
・
日
）　

還
亡
（
20
）　

木
曾
山
門
牒
状
（
35
）　

山
門
返
牒
（
20
）　

平
家
連
署
願
書
（
30
）          	

12

第
40
回
（　

12
月
17
日
・
日
）　

主
上
都
落
（
50
）　

惟
盛
都
落
（
40
）                                          		



14 
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第
41
回
（
平
成
30
年
１
月
６
日
・
土
）　

聖
主
臨
幸
（
20
）　

忠
度
都
落
（
25
）　

経
正
都
落
（
25
）  

青
山
（
20
）  		



11 

第
42
回
（　

１
月
27
日
・
土
）　

一
門
都
落
（
50
）　

福
原
落
（
35
）　                                          		



10 
第
43
回
（　

３
月
３
日
・
土
）　

山
門
御
幸
（
40
）　

那
都
羅
（
40
）                                           		


 

９　

第
44
回
（　

３
月
31
日
・
土
）　

宇
佐
行
幸
（
35
）　

緒
環
（
15
）　

太
宰
府
落
（
55
）                              		


  

18

第
45
回
（　

４
月
８
日
・
日
）　

征
夷
将
軍
院
宣
（
25
）　

猫
間
（
20
）　

水
嶌
合
戦
（
15
）　

瀬
尾
最
期
（
50
）            	

  

11 

第
46
回
（　

４
月
22
日
・
日
）　

室
山
合
戦
（
15
）　

皷
判
官
（
10
）　

法
住
寺
合
戦
（
80
）　                          		

14

第
47
回
（　

５
月
12
日
・
土
）　

小
朝
拝
（
15
）　

生
食
（
25
）　

宇
治
川
（
45
）　

河
原
合
戦
（
30
）　

木
曾
最
期
（
50
）	

13

第
48
回
（　

５
月
26
日
・
土
）　

樋
口
被
斬
（
40
）　

六
箇
度
合
戦
（
30
）　

三
草
勢
揃
（
40
）　

三
草
合
戦
（
20
）  		



14 

第
49
回
（　

６
月
２
日
・
土
）　

老
馬
（
50
）　

一
二
駈
（
40
）　

二
度
驅
（
30
）                                   		



13

第
50
回
（　

６
月
23
日
・
土
）　

坂
落
（
25
） 

盛
俊
最
期
（
20
） 

忠
度
最
期
（
15
） 

重
衡
生
擒
（
15
） 

敦
盛
最
期
（
25
） 

濱
軍
（
25
） 	 

11 

第
51
回
（　

７
月
７
日
・
土
）　

落
足
（
25
）　

小
宰
相
（
80
）　                                              		



16

第
52
回
（　

７
月
28
日
・
土
）　

頸
渡
（
35
）　

内
裏
女
房
（
45
）　

八
嶋
院
宣
（
10
）　

請
文
（
35
）　                    	

６　

第
53
回
（　

８
月
４
日
・
土
）　

戒
文
（
35
）　

海
道
下
（
60
）　

千
壽
（
55
）　                                    		



10 

第
54
回
（　

８
月
26
日
・
日
）　

横
笛
（
45
）　

高
野
卷
（
30
）　

宗
論
（
60
）  

注
８　

		


12  

第
55
回
（　

９
月
１
日
・
土
）　

惟
盛
出
家
（
40
）　

熊
野
参
詣
（
40
）　

惟
盛
入
水
（
40
）                           		



11

第
56
回
（　

９
月
29
日
・
土
）　

三
日
平
氏
（
40
）　

北
方
出
家
（
15
）　

藤
戸
（
40
）　

大
嘗
會
沙
汰
（
20
）　             	

 

９　

第
57
回
（　

10
月
６
日
・
土
）　

逆
櫓
（
40
）　

勝
浦
合
戦
（
15
）　

大
坂
越
（
20
）　                              		


  

10

第
58
回
（　

10
月
27
日
・
土
）　

嗣
信
最
期
（
35
）　

奈
須
与
市
（
30
）　

弓
流
（
30
）　

志
渡
合
戦
（
30
）　                	

18

第
59
回
（　

11
月
11
日
・
日
）　

鶏
合
（
25
）　

壇
浦
合
戦
（
20
）　

遠
矢
（
15
）　

先
帝
御
入
水
（
35
）　                  	

14 
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第
60
回
（　

11
月
18
日
・
日
）　

能
登
殿
最
期
（
30
）　

内
侍
所
都
入
（
35
）　

劔
之
卷
（
55
）　                         	

14

第
61
回
（　

12
月
１
日
・
土
）　
一
門
大
路
被
渡
（
30
）　

鏡
之
卷
（
40
）　

平
大
納
言
文
沙
汰
（
10
）　

副
将
被
斬
（
45
）
注
９　

	

17 
第
62
回
（　

12
月
22
日
・
土
）　

腰
越
（
40
）　

大
臣
殿
誅
罸
（
45
）　

重
衡
被
斬
（
60
）

注1
注
　
　
　
　

           	
 	

12

第
63
回
（
平
成
31
年
１
月
12
日
・
土
）　

延
喜
聖
代
（
40
）　

大
地
震
（
25
）　

紺
掻
（
10
）　

平
大
納
言
被
流
（
25
）　 		



13 

第
64
回
（　

２
月
２
日
・
土
）　

土
佐
坊
被
斬
（
30
）　

判
官
都
落
（
30
）　

吉
田
大
納
言
沙
汰
（
10
）　

六
代
乞
請
（
110
）

注1
注
　
　

    	

17 

第
65
回
（　

３
月
２
日
・
土
）　

泊
瀬
六
代
（
15
） 

六
代
被
斬
（
30
） 

女
院
御
出
家
（
45
） 

小
原
入
御
（
40
） 

小
原
御
幸
（
65
）  	

34 

第
66
回
（　

３
月
30
日
・
土
）　

六
道
（
65
）　

御
徃
生
（
40
）　

園
精
舎
（
25
）　                             		


 

61

こ
の
よ
う
に
し
て
私
の
「
一
部
平
家
を
め
ざ
し
て
」
は
完
結
し
た
。
全
66
回
を
す
べ
て
聴
い
て
下
さ
っ
た
の
は
、
お
一
人
で
あ
っ

た
。

注1
注　
　

　

私
の
一
部
平
家
を
通
し
て
分
か
っ
た
こ
と
の
う
ち
、
演
誦
時
間
の
こ
と
だ
け
を
整
理
し
て
み
る
と
、
各
句
の
所
要
時
間
は
右
に

個
々
に
記
し
て
あ
る
が
、
集
計
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 

卷
第
一　

…
605
分　
　
　

卷
第
二　

…
680
分　
　
　

卷
第
三　

…
570
分　
　
　

卷
第
四　

…
510
分 

卷
第
五　

…
520
分　
　
　

卷
第
六　

…
380
分　
　
　

卷
第
七　

…
590
分　
　
　

卷
第
八　

…
400
分　

卷
第
九　

…
645
分　
　
　

卷
第
十　

…
645
分　
　

  

卷
第
十
一 

…
625
分　
　
　

卷
第
十
二 

…
345
分　
　

灌
頂
卷　

…
255
分

こ
れ
を
、
単
純
な
計
算
で
、
平
家
語
り
「
一
部
平
家
」
を
、
も
し
休
憩
な
し
に
語
る
と
す
れ
ば
、

　
　
　
　

総
計　

六
七
七
○
分
。

→　
一
一
二
時
間 

五
○
分
。 

→　
４
日 
16
時
間 

50
分
。　
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と
な
る
の
で
あ
る
。

三
　
新
「
三
十
日
連
日
演
誦
一
部
平
家
」
の
計
画
　

　
『
西
海
餘
滴
集
』
は
「
卅
日
」
の
連
続
演
誦
に
よ
る
「
一
部
平
家
」
の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
わ
け
だ
が
、
毎
日
の
演
誦
句
の
句

切
り
に
つ
い
て
「
口
伝
」
を
受
け
よ
と
記
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
口
伝
は
今
日
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
た
び
私
な
り
に
、連
日
演
誦
で
は
な
い
も
の
の
「
一
部
平
家
」
を
行
っ
た
経
験
を
踏
ま
え
て
、「
三
十
日
一
部
平
家
」
を
行
っ

て
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
。
い
に
し
へ
の
琵
琶
語
り
の
追
体
験
で
あ
る
。
し
か
し
、
果
た
し
て
意
味
の
あ
る

こ
と
か
、
そ
れ
よ
り
も
実
現
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
体
力
的
な
条
件
で
考
え
て
も
不
可
能
に
近
い
よ
う
に
思
う
が
、
計
画
を
立
て

て
み
た
。『
西
海
餘
滴
集
』
の
口
伝
ら
し
き
も
の
は
、
比
較
的
自
由
に
、
毎
日
を
平
均
的
な
時
間
配
分
に
す
る
よ
う
な
新
た
な
句

切
り
を
設
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
私
が
そ
れ
を
考
案
す
る
ま
で
に
は
、
さ
ら
に
物
語
の
こ
と
ば
と
曲
節
に
関
し
て
深
く
馴
染

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。
い
ま
は
、
現
行
の
（『
平
家
正
節
』
の
）
一
句
一
句
の
句
切
り
に
基
づ
き
な
が
ら
、
三
十

日
に
割
っ
て
み
た
の
で
あ
る
。
一
日
に
二
回
の
演
誦
会
と
し
て
あ
る
。

注1
注　

　

な
お
、
大
秘
事
三
句
と
小
秘
事
「
延
喜
聖
代
」
は
語
ら
な
い
こ
と
に
し
て
あ
る
。

三
十
日
に
よ
る
一
部
平
家
の
計
画
　

第
１
日　
　
卷
第
一
開
始　

①　

園
精
舎
（
25
）　

殿
上
闇
討
（
40
）　

鱸
（
25
）　

禿
童
（
10
）　

我
身
栄
花
（
45
）　

　
　
　
　
　

②　

妓
王
（
120
）
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第
２
日　
　

①　

二
代
后
（
40
）　

額
打
論
（
25
）　

清
水
炎
上
（
35
）

　
　
　
　
　

②　

殿
下
乗
合
（
40
）　

鹿
谷
（
40
）　

鵜
川
合
戦
（
35
）

第
３
日　
　

①　

願
立
（
60
）　

御
輿
振
（
25
）　

内
裏
炎
上
（
40
）　

　
　
　
　
　
卷
第
二
開
始　

②　

座
主
流
（
90
）　

一
行
阿
闍
梨
（
15
）

第
４
日　
　

①　

西
光
被
斬
（
50
）　

小
教
訓
（
70
）

　
　
　
　
　

②　

少
将
乞
請
（
50
）　

小
松
教
訓
（
50
）　

第
５
日　
　

①　

烽
火
（
50
）　

新
大
納
言
被
流
（
35
）　

阿
古
屋
松
（
35
）　

　
　
　
　
　

②　

新
大
納
言
死
去
（
45
）　

徳
大
寺
厳
島
詣
（
25
）　

山
門
滅
亡
（
40
）

第
６
日　
　

①　

善
光
寺
炎
上
（
15
）　

康
頼
祝
詞
（
40
）　

卒
都
婆
流
（
40
）　

蘇
武
（
30
）　

　
　
　
　
　
卷
第
三
開
始　

②　

許
文
（
35
）　

足
摺
（
45
）　

御
産
卷
（
30
）　

公
卿
揃
（
15
）　

大
塔
建
立
（
20
）　　

第
７
日　
　

①　

頼
豪
（
20
）　

少
将
都
還
（
60
）　

有
王
嶋
下
（
40
）　　

　
　
　
　
　

②　

僧
都
死
去
（
40
）　

旋
風
（
05
）　

醫
師
問
答
（
40
）　

無
文
沙
汰
（
15
）　

燈
籠
（
10
）　

金
渡
（
10
）　

第
８
日　
　

①　

法
印
問
答
（
40
）　

大
臣
流
罪
（
50
）

　
　
　
　
　

②　

行
隆
沙
汰
（
20
）　

法
皇
御
遷
幸
（
35
）　

城
南
離
宮
（
40
）　

第
９
日　
　
卷
第
四
開
始　

①　

厳
島
御
幸
（
50
）　

厳
島
還
御
（
30
）

　
　
　
　
　

②　

源
氏
揃
（
40
）　

鼬
沙
汰
（
15
）　

信
連
合
戦
（
40
）　

高
倉
宮
園
城
寺
入
御
（
10
）

第
10
日　
　

①　

競
（
50
）　

山
門
牒
状
（
15
）　

南
都
牒
状
（
15
）　

南
都
返
牒
（
25
）

　
　
　
　
　

②　

大
衆
揃
（
40
）　

橋
合
戦
（
40
）　

宮
御
最
期
（
40
）　

第
11
日　
　

①　

若
宮
御
出
家
（
35
）　

鵺
（
40
）　

三
井
寺
炎
上
（
25
）　
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卷
第
五
開
始　

②　

都
遷
（
40
）　

新
都
沙
汰
（
35
）　

月
見
（
35
）　

物
怪
（
30
）

第
12
日　
　

①　

大
庭
早
馬
（
10
）　

朝
敵
揃
（
20
）　

咸
陽
宮
（
50
）

　
　
　
　
　

②　

文
覚
強
行
（
25
）　

勧
進
帳
（
30
）　

文
覚
被
流
（
30
）　

伊
豆
院
宣
（
25
）

第
13
日　
　

①　

東
国
下
向
（
30
）　

冨
士
川
（
25
）　

五
節
沙
汰
（
30
）

　
　
　
　
　

②　

都
還
（
15
）　

奈
良
炎
上
（
50
）　

第
14
日　
　
卷
第
六
開
始　

①　

新
院
崩
御
（
25
）　

紅
葉
（
30
）　

葵
前
（
15
）　

小
督
（
75
）

　
　
　
　
　

②　

廻
文
（
15
）　

飛
脚
到
来
（
15
）　

入
道
逝
去
（
45
）

第
15
日　
　

①　

経
嶋
（
15
）　

慈
心
坊
（
40
）　

園
女
御
（
30
）

　
　
　
　
　

②　

洲
胯
合
戦
（
25
）　

喘
涸
聲
（
20
）　

横
田
河
原
合
戦
（
30
）　

第
16
日　
　
卷
第
七
開
始　

①　

北
國
下
向
（
20
）　

竹
生
嶋
詣
（
25
）　

燧
合
戦
（
30
）　

木
曾
願
書
（
50
）

　
　
　
　
　

②　

倶
利
迦
羅
落
（
25
）　

篠
原
合
戦
（
35
）　

実
盛
最
期
（
35
）　

還
亡
（
20
）

第
17
日　
　

①　

木
曾
山
門
牒
状
（
35
）　

山
門
返
牒
（
20
）　

平
家
連
署
願
書
（
30
）

　
　
　
　
　

②　

主
上
都
落
（
50
）　

惟
盛
都
落
（
40
）　

聖
主
臨
幸
（
20
）　

忠
度
都
落
（
25
）

第
18
日　
　

①　

経
正
都
落
（
25
）  

青
山
（
20
）　

一
門
都
落
（
50
）　

福
原
落
（
35
）

　
　
　
　
　
卷
第
八
開
始　

②　

山
門
御
幸
（
40
）　

那
都
羅
（
40
）　

宇
佐
行
幸
（
35
）

第
19
日　
　

①　

緒
環
（
15
）　

太
宰
府
落
（
55
）　

征
夷
将
軍
院
宣
（
25
）　

猫
間
（
20
）

　
　
　
　
　

②　

水
嶌
合
戦
（
15
）　

瀬
尾
最
期
（
50
）　

室
山
合
戦
（
15
）

第
20
日　
　

①　

皷
判
官
（
10
）　

法
住
寺
合
戦
（
80
）　

　
　
　
　
　
卷
第
九
開
始　

②　

小
朝
拝
（
15
）　

生
食
（
25
）　

宇
治
川
（
45
）
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第
21
日　
　

①　

河
原
合
戦
（
30
）　

木
曾
最
期
（
50
）　

樋
口
被
斬
（
40
）

　
　
　
　
　

②　

六
箇
度
合
戦
（
30
）　

三
草
勢
揃
（
40
）　

三
草
合
戦
（
20
）　

老
馬
（
50
）

第
22
日　
　

①　

一
二
駈
（
40
）　

二
度
驅
（
30
）　

坂
落
（
25
）

　
　
　
　
　

②　

盛
俊
最
期
（
20
）　

忠
度
最
期
（
15
）　

重
衡
生
擒
（
15
）　

敦
盛
最
期
（
25
）　

濱
軍
（
25
）

第
23
日　
　

①　

落
足
（
25
）　

小
宰
相
（
80
）　

　
　
　
　
　
卷
第
十
開
始　

②　

頸
渡
（
35
）　

内
裏
女
房
（
45
）　

八
嶋
院
宣
（
10
）　

請
文
（
35
）

第
24
日　
　

①　

戒
文
（
35
）　

海
道
下
（
60
）　

千
壽
（
55
）

　
　
　
　
　

②　

横
笛
（
45
）　

高
野
卷
（
30
）　

惟
盛
出
家
（
40
）　

熊
野
参
詣
（
40
）　　

第
25
日　
　

①　

惟
盛
入
水
（
40
）　

三
日
平
氏
（
40
）　

北
方
出
家
（
15
）　

　
　
　
　
　

②　

藤
戸
（
40
）　

大
嘗
會
沙
汰
（
20
）　

第
26
日　
　
卷
第
十
一
開
始　

①　

逆
櫓
（
40
）　

勝
浦
合
戦
（
15
）　

大
坂
越
（
20
）　

嗣
信
最
期
（
35
）

　
　
　
　
　

②　

奈
須
与
市
（
30
）　

弓
流
（
30
）　

志
渡
合
戦
（
30
）

第
27
日　
　

①　

鶏
合
（
25
）　

壇
浦
合
戦
（
20
）　

遠
矢
（
15
）　

先
帝
御
入
水
（
35
）　

能
登
殿
最
期
（
30
）

　
　
　
　
　

②　

内
侍
所
都
入
（
35
）　

一
門
大
路
被
渡
（
30
）　

平
大
納
言
文
沙
汰
（
10
）　

副
将
被
斬
（
45
）

第
28
日　
　

①　

腰
越
（
40
）　

大
臣
殿
誅
罸
（
45
）　

　
　
　
　
　
卷
第
十
二
開
始　

②　

重
衡
被
斬
（
60
）　

大
地
震
（
25
）　

紺
掻
（
10
）　

平
大
納
言
被
流
（
25
）

第
29
日　
　

①　

土
佐
坊
被
斬
（
30
）　

判
官
都
落
（
30
）　

吉
田
大
納
言
沙
汰
（
10
）

　
　
　
　
　

②　

六
代
乞
請
（
110
）　

泊
瀬
六
代
（
15
）　

六
代
被
斬
（
30
）　

第
30
日　
　
灌
頂
卷
開
始　

①　

女
院
御
出
家
（
45
）　

小
原
入
御
（
40
）　

小
原
御
幸
（
65
）
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②　

六
道
（
65
）　

御
徃
生
（
40
）　

こ
の
計
画
が
実
現
す
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
会
場
の
候
補
は
二
三
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

お
わ
り
に
　

　

私
の
「
一
部
平
家
を
め
ざ
し
て
」
完
結
に
関
し
て
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
御
指
導
、
御
理
解
、
御
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

故
橋
本
敏
江
先
生
は
、
素
養
ナ
シ
の
私
を
長
い
間
長
い
目
で
お
導
き
下
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

館
山
宣
昭
先
生
は
、
仕
上
げ
の
重
要
な
句
を
御
伝
授
下
さ
い
ま
し
た
。

　

開
始
に
際
し
て
は
、
関
口
忠
男
先
生
、
樋
口
昭
先
生
、
小
林
保
治
先
生
、
新
井
泰
子
先
輩
に
御
相
談
申
し
上
げ
、
御
賛
同
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

矢
代
和
夫
先
生
、
大
森
北
義
先
輩
、
萩
原
康
正
先
輩
よ
り
、
幾
度
と
な
く
励
ま
し
の
お
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
会
場
は
、
神
奈
川
県
立
横
浜
翠
嵐
高
等
学
校
前
校
長
・
佐
藤
到
先
生
よ
り
お
許
し
を
賜
り
、
国
語
科
の
先
生
方
の
御

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
と
り
わ
け

青
木
健
先
生
に
は
開
始
時
の
相
談
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
完
結
に
い
た
る
ま
で
、
毎
回
の
会
場
設
営
、
広
報

関
係
等
、
御
厚
情
御
尽
力
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

藤
田
郁
子
さ
ん

注1
注
、
鈴
木
敦
子
さ
ん
は
、
時
に
や
さ
し
く
時
に
き
び
し
く
、
私
の
平
曲
演
誦
、
琵
琶
奏
演
に
感
想
を
お
送
り
く
だ

さ
り
、
お
お
い
に
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
欠
か
さ
ず
お
聴
き
下
さ
っ
た
河
越
弘
子
さ
ん
を
は
じ
め
、
熱
心
に
御
来
聴
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
も
勇
気
づ
け
ら
れ
て
、
完
結
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
方
に
あ
ら
た
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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注１　

こ
の
よ
う
に
句
切
っ
た
場
合
の
「
…
…
な
を
御
返
事
を
も
不
申
」
の
曲
節
は
、譜
本
『
平
家
正
節
』

で
は
〈
初
重
〉
で
あ
る
。
波
多
野
流
譜
本
も
同
様
。
な
ぜ
こ
の
こ
と
を
言
う
か
と
言
え
ば
、「
平
家

語
り
」
の
基
本
の
一
つ
と
し
て
、一
句
の
語
り
始
め
は
〈
口
説
〉
で
、語
り
収
め
は
〈
初
重
〉
か
〈
中

音
〉
か
〈
拾
〉
か
と
い
う
型
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
な
を
御
返
事
を
も
不
申
」
で
一
句

の
切
れ
と
す
る
こ
と
に
、「
語
り
」「
音
楽
」
と
し
て
問
題
は
な
い
。

２　
「
櫻
町
」
は
一
句
の
呼
称
と
し
て
成
立
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
櫻
町
成
範
が
櫻

の
寿
命
を
神
に
祈
っ
た
こ
と
は
「
櫻
の
中
音
」
と
独
立
さ
せ
て
祝
言
曲
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ

の
伝
統
が
江
戸
時
代
初
期
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
に
は
な
る
だ
ろ
う
。

３　
「
堂
供
養
」「
願
文
」
と
も
に
、
テ
キ
ス
ト
は
特
別
扱
い
で
伝
存
す
る
が
、
譜
本
と
し
て
は
残
さ
れ

て
い
な
い
。「
得
長
寿
院
供
養
事
」
が
語
ら
れ
た
こ
と
は
、『
看
聞
日
記
』
永
享
四
年
十
月
二
十
八
日
、

永
享
八
年
閏
五
月
一
日
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
波
多
野
流
の
「
小
秘
事 

三
齣
」
は
「

園
精
舎
」

「
延
喜
聖
代
」「
善
光
寺
炎
上
」
で
、
譜
本
も
特
別
扱
い
で
残
さ
れ
て
い
る
。

４　

橋
本
師
の
平
曲
へ
の
思
い
は
、聞
き
書
き「
平
家
琵
琶
二
百
句
通
し
語
り
の
心
」（
學
燈
社「
國
文
學
」

二
○
○
二
年
一
○
月
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

５　
「
小
教
訓
」 ― 「
少
将
乞
請
」 ― 「
小
松
教
訓
」 ― 「
烽
火
」 ― 「
新
大
納
言
被
流
」
の
順
が
物
語
順
だ

が
、
一
回
の
時
間
配
分
の
都
合
で
、「
少
将
乞
請
」
の
位
置
を
移
し
た
。
物
語
展
開
上
に
大
き
な
支

障
は
な
い
。
こ
う
し
た
変
更
は
こ
の
時
限
り
で
、
そ
の
先
は
一
回
の
時
間
配
分
の
関
係
で
順
を
変

え
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

６　
「
朝
敵
揃
」
の
あ
と
に
「
延
喜
聖
代
」
が
位
置
す
る
が
、こ
の
時
点
で
伝
受
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

後
回
し
に
し
て
、
第
63
回
で
語
っ
た
。「
延
喜
聖
代
」
そ
の
も
の
は
、
物
語
展
開
に
大
き
く
関
わ
る

も
の
で
は
な
い
の
で
問
題
は
な
い
。 
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７　

第
34
回
は
私
の
体
調
声
調
不
良
で
、「
入
道
逝
去
」
の
語
り
完
結
せ
ず
、
第
35
回
の
最
初
に
も
う

一
度
語
っ
た
。  

８　

こ
の
年
の
六
月
に
皆
伝
に
な
っ
て
い
た
の
で
大
秘
事
「
宗
論
」
を
語
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
先

の
「
劔
之
卷
」「
鏡
之
卷
」「
延
喜
聖
代
」
も
同
様
で
あ
る
。

９　

私
の
個
人
的
な
思
い
と
し
て
は
「
副
将
被
斬
」
で
会
が
終
わ
る
形
に
し
た
く
な
く
、
当
初
は
第
62

回
の
最
初
の
予
定
だ
っ
た
が
、
聴
き
手
の
皆
さ
ん
か
ら
時
間
配
分
の
要
望
が
あ
り
、
こ
の
回
の
終

わ
り
の
句
と
し
た
。

10　
「
重
衡
被
斬
」
は
、
正
節
の
位
置
づ
け
で
は
平
家
物
語
卷
第
十
二
の
冒
頭
だ
が
、
覚
一
本
の
あ
り

方
と
「
救
い
」
の
あ
り
方
を
勘
案
し
、
こ
の
回
の
終
わ
り
の
句
と
し
た
。

11　

当
初
の
第
64
回
は
１
月
26
日
で
、「
土
佐
坊
被
斬
」「
判
官
都
落
」「
吉
田
大
納
言
沙
汰
」
を
語
り
、

第
65
回
（
２
月
２
日
）
に
「
六
代
乞
請
」「
泊
瀬
六
代
」「
六
代
被
斬
」
と
し
、
第
66
、
67
回
を
灌

頂
卷
と
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
１
／
22
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
と
、「
平
成
」

の
う
ち
に
一
部
平
家
を
完
結
さ
せ
よ
う
と
い
う
計
画
に
も
な
っ
て
い
た
た
め
、
回
を
順
送
り
せ
ず
、

六
代
関
係
を
分
け
る
こ
と
に
し
た
。
当
初
計
画
で
は
67
回
で
完
結
予
定
だ
っ
た
の
で
あ
る
。  

12　
「
皆
勤
賞
」
と
い
う
の
も
ど
う
か
と
は
思
っ
た
が
、
御
礼
の
意
味
で
賞
状
を
差
し
上
げ
た
。
な
お
、

私
は
神
奈
川
県
立
横
浜
翠
嵐
高
等
学
校
校
長
・
佐
藤
到
先
生
よ
り
「
感
謝
状
」
を
い
た
だ
き
、
最

終
回
御
出
席
の
皆
様
か
ら
の
署
名
に
よ
る
完
結
の
「
証
明
書
」
を
い
た
だ
い
た
。

13　
「
三
十
日
一
部
平
家
」の
準
備
に
も
な
ろ
う
か
と
、私
は
連
日
の
平
曲
演
誦
会
を
行
っ
て
来
て
い
る
。

会
場
は
、
い
ず
れ
も
東
京
両
国
の
「
江
島
杉
山
神
社
」（
江
戸
時
代
の
當
道
惣
録
屋
敷
隣
接
地
に
勧

請
さ
れ
た
本
所
一
ツ
目
弁
天
社
）
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
、

　

⑴　
「
平
家
の
都
落
ち
」（
四
夜
連
続
。
八
句
。
平
成
30
年
、
５
／
17
（
木
）
～
20
（
日
））

⑵　
「
平
家
物
語
卷
第
九
を
語
る
」（
午
前
・
午
後
・
夜
、三
日
。
二
十
句
。
平
成
30
年
、
11
／
20
（
火
）

～
22
（
木
））
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⑶　
「
平
家
物
語
卷
第
十
一
を
語
る
」（
午
後
・
夜
、
三
日
。
十
八
句
。
令
和
元
年
、
５
／
17
（
金
）

～
19
（
日
））

⑷　
「
平
家
物
語
の
治
承
四
年
」（
午
後
・
夜
、
六
日
。
卷
第
四
・
五
、三
十
二
句
。
令
和
元
年
、
11

／
10
（
日
）
～
15
（
金
））

　
　

こ
の
う
ち
、
⑵
の
卷
第
九
の
時
は
、
最
後
の
「
小
宰
相
」
で
急
に
ダ
ウ
ン
し
た
が
、
そ
れ
以
外
は
、

曲
が
り
な
り
に
も
予
定
の
全
句
を
語
り
終
え
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
。

　
　

こ
の
連
日
演
誦
会
に
は
、
解
説
を
駒
澤
大
学
・
櫻
井
陽
子
教
授
に
お
願
い
し
、
チ
ラ
シ
作
成
等
を

荒
井
今
日
子
氏
に
お
願
い
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
松
尾
葦
江
氏
ブ
ロ
グ
「
中
世
文
学
漫
歩
」
な

ど
で
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。

　

御
三
方
お
よ
び
江
島
杉
山
神
社
の
田
部
宮
司
に
御
礼
申
し
ま
す
。

14　

藤
田
郁
子
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど
の
回
御
出
席
で
、
そ
の
都
度
、
御
自
身
の
感
想
・
批
評
・
質
問
を
記

し
て
、時
々
の
区
切
り
で
私
に
下
さ
っ
た
。
い
ず
れ
こ
れ
ら
を
紹
介
し
な
が
ら
、い
く
つ
か
の
項
目
、

論
点
に
つ
い
て
、
私
の
考
え
ま
た
は
解
説
を
記
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

附
記　

本
稿
は
、
令
和
元
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
研
費
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
平
曲
伝
承
資
料
の
基

礎
的
研
究
」
に
よ
る
成
果
の
一
端
で
あ
る
。




